












要約:学習障害の診断と評価において、知能検査が広く用いられてきている。しかし定義

との関連から知識的な要素とできるだけ独立した知能検査として K-ABC が適切ではないか

と考えられる。そこで、日本版 KABC を学習障害と診断された幼児に実施し評価を行い、

その利用の可能性を検討し、学習障害児においては認知処理様式の間に大きな個人内差を

示す可能性が大きく、学習上の問題と認知処理様式における問題とを関連づけることがで

きた。


